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Content


 
IUU（違法、無規制、無報告）漁業は、なぜ問題

 なのか


 

英国の状況について


 

IUU漁業規則は、どのように機能するのか？


 

英国ではどのように実施されているのか？


 

施行上の課題は何か？


 

どのような影響があるのか？


 

次のステップは何か。
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IUU – グローバルな問題


 
世界的に、IUU漁業による総生産額は、年間100

 
億から240億ドルと推計されている。


 

これは、世界の漁獲金額の20%に近い。


 

途上国が大きな代償を払っている－アフリカ諸
 

国の中には、IUU漁業が漁獲金額の50%以上を占
 

める国もある。
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IUU漁業は、なぜ脅威なのか

経済、環境、社会に対する重大な影響

• 過剰漁獲－水産資源量の世界的な持続可能性を脅かす。

• 海洋環境と生物多様性に対するダメージ。

• 合法的に活動する漁師に対する窃盗行為。

• 途上国への重大な影響―食糧安全保障、生計活動、収入源

• 市場をゆがめる

• 英国の水産加工業者と小売業者の評判を傷つけるリスク。
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英国の状況

人口－6200万人

英国のシーフード市場価
 

値
 

54億ポンド

国内消費の約60%を輸入

漁獲物の大半を輸出
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英国が消費しているのは。。。
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Imports of Cod
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マグロの輸入
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持続可能性が重要

http://www.mcsuk.org/
http://www.fish2fork.com/
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そして大衆の関心を集める
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なぜ、IUU漁業規則が必要なのか


 

ECは、世界最大の水産市場であり、輸入者であるこ
 とから、IUU操業者の主要なターゲットとなる。


 

IUU漁業による水産物の輸入は、推定年間11億ユー
 ロ。


 

ECは、主要な生産者であり輸入者である－つまり、
 世界の貿易パートナーといえるー


 

それゆえに、IUU漁業に対する世界規模の戦いにお
 いて、重要な役割を果たさなくてはならない。


 

既存の地域・国際レベルの対策では、問題解決には
 不十分。
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IUU漁業規則の目的

• 2010年1月1日に実施。

• IUU漁業のEU市場への流通をより困難にする―
 

主として漁獲証明書によって

• フードチェーン全体を通してIUU漁業に関与する
 

者への、厳しい罰則



14

IUU漁業規則の目的

• 第3国の、自国の漁船による遵守を監視す
 るインセンティブをうながす（そうでない
 場合には重い罰則）

• 国連や地域漁業管理機関などで規定された
 国際漁業規則の遵守強化

• 違法漁業と闘うための、EU、旗国、加工国、
 沿岸国間の協力強化
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漁獲証明制度

 IUU規則は、輸入水産物を対象にした漁獲
 

証明制度を導入する。

旗国によって合法的に証明された第３国の
 すべての(英国への)輸入者は、EU国境で漁
 獲証明書を提示する(船舶の詳細など)

EUからの輸出事業者には、漁獲証明書が必
 

要な場合がある。例：モロッコへのエビ、
 スペインへの加工品と再輸入物
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英国での実施にあたり


 
重要な準備すべきこと：


 

貿易分析（20億ポンドまで、750,000t / 年）


 

潜在的なデリバリー・パートナーの特定：
 

同意
 と役割の割り当て


 

IUU国内法の成立（1月15日に施行）


 

輸入業者と加工業者との連携（会議とセミナー）


 

運用可能なデリバリー・チームの設立と訓練
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問題と解決策 (1)


 

過剰な書類手続き!!!


 

国内法に基づいて、IUU遵守に関する概要文書を
 作成。


 

漁獲証明書が、すべての水揚げの証明書と見な
 される。


 

“traceable”の説明を主張する。


 

EU加盟国が、他のEU加盟国から証明書を求めら
 れる。


 

OMS当局、輸入業者、欧州委員会との連携。
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問題と解決策 (2)


 

承認の遅れ
 

例：ロシア、ミャンマー


 

輸入業者に対する明確な助言（買わない！）と
 輸入の拒否。


 

複雑な積荷目録をもって到着した、第3国『漁
 船』の新しいカテゴリー。


 

全積送品の特定。


 

原本


 

コンピューターで作成された書類とファクスは
 承認されるが、原本が伴わなければならない。
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問題と解決策(3)


 
通関手続きによる輸入の遅れ


 

税関とともに、リスクマネージメントによる迅
 速な通関手続きの開発を継続する（例えば、危
 険性の低い国）


 

管理上の負担


 

これを回避する簡単な方法はない―輸入業者と
 の対話を継続する。
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現在までの進展


 
極めて厳しいタイムスケールを考慮しても、システ

 ムは全体的に申し分なく実施されており、遵守の水
 準と提出書類の質も良い。


 

これまでに拒否された積送品もある。


 

証明書の過剰な量に関する懸念は、現実になったと
 は思われない。


 

明らかに、柔軟で実際的な（flexible and pragmatic) 
アプローチの採択が役立ち、貿易業者に評価されて

 いる。


 
貿易業者とDefraとの間での定期的な会議や港湾に対

 するMMO警告を通したコミュニケーション。


 

欧州委員会と他の加盟国との連携が、継続されてい
 る。
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輸入データ
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輸入データ
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次のステップ


 

2011年に開始されるIUU漁業規則のレビュー。


 

Community Fisheries Control Agency (CFCA)との
 連携による、EU加盟国当局に対する訓練の継続。


 

EUと非加盟国に対する更なる評価任務の遂行。


 

IUUリスク・マネージメント・ツールの開発。


 

国レベルで、IUUリスク評価に対する世界規模の
 情報分析が必要。


 

途上国支援を含めた、IUU漁業と闘うための、世
 界規模で統一されたシステムの積極的な支援。
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